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１年⽣／２年⽣必修

授業の概要  1.企業財務の基礎理論の習得
 •企業財務は、事業価値と投融資からなる企業価値をいかに最⼤化し、これを⽀える資本構成を

いかに最適化するかを考える学問である。
 •事業会社においては、事業活動を数字で把握し、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結

キャッシュフロー等連結財務諸表の実績により現状を把握する⼀⽅で、将来のビジョン、財務戦
略を中期計画、予算等の将来計画に数字化し、予定と実績を⽐較しながら戦略の実⾏を進捗管理
することが求められる。
 •このコースでは、財務戦略の観点から⾒た企業価値評価、リスクと、資⾦調達、資本構成の最

適化を始めとするコーポレート・ファイナンスの基礎理論を⼀通り理解し、習得することをめざ
す。

 2.企業財務理論の実務への適⽤
 •企業財務は、実務への適⽤を前提とする学問であり、財務理論と実務には、世界中どこへ⾏っ

ても⼤きなギャップがある。世界各国には、各国特有の理念、ステークホールダーのプライオリ
ティーの違い、異なる政治経済制度や異なる資本市場、⾦融市場がある。このため、財務理論の
実務への適⽤に際しては、企業価値や株主価値の低下をもたらさないように注意を要する。
 •⽇本の事業会社セクターは、バブル崩壊後の会計ビッグバンを経て、少⼦⾼齢化社会や東アジ

アの成⻑、⽶中冷戦に対応するために戦略的対応や財務の最適化を迫られている。財務の最適化
を⾏うためには、財務の基礎理論を理解し、実務の場で注意深く適⽤における問題を解決してい
く必要がある。このコースでは、グローバル・スタンダードの⼀般理論を学ぶことを基本としな
がらもこれに⽌まらず、理論を現代⽇本企業実務に適⽤する場合の主要問題点を確認し、解決⽅
法の選択肢を検討する。

・QBSインフォメーションボード（website）
・九州⼤学Moodle授業の最新情報
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企業財務の基礎理論を習得し、⽇
本企業における経営企画や財務実
務への応⽤を可能にする。
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投資基準の理解、企業価値の計算⽅法、
平均資本コストの計算⽅法、リスクの理
解、最適資本構成の考え⽅の理解等

企業財務、コーポレートファイナンス、
企業価値、事業価値、ＮＰＶ、ベータ、
ＣＡＰＭ、平均資本コスト、最適資本構
成

全体の
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履修条件

担当教員名 村藤 功



授業形態 ・講義・演習

試験・成績
評価の⽅法等

教科書及び
参考図書

授業の進め⽅

 •コースに対する参加と有益な意⾒のコントリビューション：４０％
 •中間試験：３０％、最終試験：３０％

＜教科書および参考図書＞
 i)教科書

◎ 中央経済社から村藤著の「⽇本の実務に役⽴つコーポレート・ファイナンス」を2006年１⽉
末に出版したので、こちらを⽇本の企業財務実務のための教科書として使⽤する。これは2800
円。これはＱＢＳの2006年時点の授業内容を本にしたものなので授業と関係が深い。絶版になっ
てしまったのでセッションごとの事前リーディング部分はムードルにアップする。

 ii)参考書
●McGrawhillから出版されているPrinciples of Corporate Finance,Brealey/Myers/Allen/Edmans
（14th edition）。昨年度まで6700円で買えたので教科書にしていたがコスト⾼騰や円安のため
⽇本円だと13,100円になってしまったので参考書に変更する。
●「事業ポートフォリオの最適化」 中央経済社 村藤 功 3400円（絶版のため⼊⼿困難）
●「連結財務戦略」東洋経済新報社、アーサーアンダーセン 村藤 功 2400円
●「ネットの政府」同⽂舘、村藤 功 3700円
〇 ⽇経ＢＰ出版センターから上記参考書第10版（Brealey/Myers/AllenのPrinciples of
Corporate Finance）の⽇本語訳が、コーポレート・ファイナンス（上、下2巻：各6600円）とし
て出版されている。初期のものは誤訳が多いので買わないこと。⽇本語の意味が分からない場合
は英語の原⽂を読むこと。

 1.頻度：週に1回、中間試験を含めれば15回の授業を⾏う。7回⽬授業終了後に中間試験、全ての
授業終了後に最終試験を⾏う。

 2.⾔語：講義は⽇本語だがリーディングは英語資料も使⽤する。
 3.授業の進め⽅

事前に指定されたリーディングマテリアルを読み、宿題をやってくることを前提とする。その回
の重要なコンセプトを説明してＱ＆Ａを⾏い、最後に宿題についてディスカッションを⾏う。

企業財務を学ぶ最善の⽅法は、実際のケースや数字を使って計算して結果を出してみることであ
る。学⽣は、事前準備の際、⾃分のパソコンのエクセルや計算機で、実際に計算することが求め
られる。

・スライド資料（電⼦媒体）使⽤する
教材等




